
j23

起

　

輦

　

谷

に

つ

い

て

駒

　
　

井

義

　
　

明

　

元
史
太
阻
紀
二
十
二
年
條
に
成
吉
思
汗
死
去
営
時
の
情
況
を

　
　
　

を
窮
め
て
床
て
、
猪
の
年
成
吉
思
合
牢
は
上
天
に
昇
り
給
ひ

誌
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

（
五
月
）
閏
月
避
暑
六
盤
山
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
云
ふ
が
そ
の
叙
述
は
甚
簡
輩
で
あ
る
。
猪
の
年
と
は
丁
亥
で

　

（
六
月
）
是
月
夏
王
李
睨
降
、
帝
次
清
水
懸
西
江
、
秋
七
月
壬

　
　

西
紀
一
二
二
七
年
に
営
り
時
に
太
組
は
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
が

　

午
不
抜
、
己
丑
崩
薩
里
川
吟
庖
徒
之
行
宮
、
・
・
・
・
・
’
壽
‘
八
十
‘
ハ
、

　

こ
れ
は
宋
理
宗
賓
慶
三
年
金
哀
宗
正
大
四
年
の
こ
と
了

　

葬
起
輦
谷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

扨
那
珂
博
士
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
‐
成
吉
思
汗
の
避
暑
し
た
々

と
云
ふ
。
右
に
依
れ
ば
、
即
位
二
十
二
年
閏
五
月
に
元
大
組
成

　
　

云
ふ
六
盤
山
の
位
置
は
清
國
の
甘
蕭
省
子
涼
府
隆
徳
郭
の
東
二

吉
思
汗
は
六
盤
山
に
避
暑
中
對
西
夏
策
の
必
要
上
清
水
郭
に
移

　
　

十
清
里
で
同
じ
く
子
涼
府
固
原
州
の
西
南
三
十
清
里
に
常
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ
リ

　
　

八

　

一
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　
　
　

ｘ

り
偶
ふ
此
で
雖
病
し
逡
に
匯
里
川
吟
老
徒
の
行
宮
（
オ
ル
ド
）
に

　
　

そ
の
上
頂
に
六
盤
開
あ
り
て
隆
徳
と
固
原
の
界
を
な
す
と
云
ふ
。

崩
じ
た
が
時
に
年
六
十
六
で
そ
の
遺
骸
を
起
輦
谷
に
葬
っ
た
と
Ｉ

　

・
因
み
に
清
國
の
隆
徳
郭
及
固
原
州
（
今
郭
名
）
は
今
日
共
に
甘
粛

云
ふ
。
元
朝
秘
史
（
又
元
秘
史
）
の
譚
本
た
る
那
珂
博
士
の
「
成

　
　

省
湿
原
道
域
内
に
在
る
。

吉
思
汗
資
録
」
は
五
七
六
頁
に
右
の
同
事
賓
を
述
べ
て
、

　
　
　
　
　

又
、
成
吉
思
汗
が
滞
在
し
た
清
水
懸
は
金
の
鳳
翔
路
奥
州
の

　

唐
死
傷
の
民
は
言
を
言
０
　
て
言
に
厘
は
ざ
る
故
に
、
唐
死
暢

　
　

属
螺
で
あ
る
が
清
代
も
同
じ
く
甘
鴬
秦
州
の
腸
郭
で
今
日
の
甘

　

の
民
の
處
に
成
吉
思
合
牢
は
二
た
び
出
征
し
て
唐
死
暢
の
民

　
　

粛
省
清
川
道
清
水
郭
に
営
る
。
’
悔
西
江
轜
そ
の
環
近
の
小
河
と

-45



12４

云
ふ
。

　

叉
吟
老
徒
行
宮
の
あ
る
薩
里
川
は
撒
阿
里
客
額
兄
印
撒
阿
里

原
で
あ
る
が
こ
ｘ
に
あ
る
恰
老
徒
の
行
宮
印
斡
耳
柔
は
後
の
清

の
内
府
典
圖
に
見
え
る
鴫
老
台
嶺
或
喘
老
台
河
、
又
嘔
老
台
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
ａ
ｎ
ｖ
i
l
l
e

の
晦
老
台
と
同
音
異
字
で
一
七
三
七
年
刊
行
の
ダ
ン
ビ
ル
の
地

　
　
　
　
　
　

Ｋ
ａ
ｒ
ｏ
t
ａ
ｙ
-
Ｑ
ｆ
ｉ
ｉ
ｏ

圖
に
見
え
る
カ
ロ
タ
イ
ー
オ
尹
な
る
地
の
覗
近
な
ら
ん
と
云
吽

れ
る
・
但
し
現
今
庫
倫
と
東
庫
倫
の
中
間

　
　
　
　

に
吟
柳
圖
な
る
地
名
が
見
え
る

　

扨
以
上
を
綜
合
す
れ
ば
元
太
阻
は
七
月
壬
午
（
五
日
）
に
甘
鴬

清
水
新
に
て
辞
病
し
己
丑
（
１
　
二
日
）
に
浜
北
の
吟
老
徒
行
宮
に

て
崩
じ
、
其
間
僅
に
一
週
間
に
過
ぎ
ぬ
が
こ
れ
は
距
離
及
日
敷

上
あ
り
え
ぬ
こ
と
で
、
七
日
辞
病
し
た
る
清
水
新
に
て
十
二
日

比
崩
じ
た
る
を
吟
老
徒
行
宮
に
節
還
後
に
崩
じ
た
る
が
如
く
と

り
つ
く
ろ
つ
た
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
那
珂
博
士
の
況
は
稔
営
の

様
に
思
は
れ
る
。
因
み
に
七
月
十
二
日
は
陽
暦
の
八
月
二
１
　
五

日
（
一
二
二
七
年
）
に
相
密
る
。

　

扨
以
上
の
如
く
元
史
は
太
祖
の
崩
地
を
吟
老
徒
行
宮
と
し
那

珂
博
士
は
治
水
新
と
す
る
が
（
此
説
が
大
膿
腿
富
の
様
で
あ
る
）

こ
れ
は
ド
ー
ｙ
ン
（
田
中
葦
一
郎
氏
謬
を
川
ふ
。
以
下
同
）
も
同

じ
で
あ
る
。
然
る
に
績
通
鑑
綱
目
は
六
盤
山
と
し
、
元
史
察
牢

傅
も
同
じ
く
六
盤
山
と
し
、
元
史
謬
文
瞭
柿
も
亦
六
盤
山
を
崩

地
と
す
る
。
こ
れ
に
反
し
蒙
古
源
流
は
、

　

青
吉
斯
汗
以
Ｔ
亥
年
七
月
十
二
日
歿
於
圖
爾
１
　
格
依
城
、
年

　

六
十
六
。

と
て
狽
り
崩
地
を
異
に
す
る
。
因
み
に
那
珂
博
士
に
依
れ
。
ば
、

圖
爾
１
　
格
依
は
秘
史
の
柔
兄
篤
該
で
窒
州
で
あ
る
が
今
日
の
甘

粛
省
察
夏
道
鍛
武
瓢
は
印
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　

扨
太
祖
の
崩
地
は
右
の
如
く
吟
老
徒
行
宮
清
水
新
二
八
盤
山

と
我
々
と
し
て
ゐ
る
が
何
れ
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
こ

れ
を
考
へ
る
に
は
崩
御
直
前
の
太
岨
の
行
動
を
明
ら
か
に
す
べ

き
で
あ
ら
う
。
扨
元
史
太
祖
ぶ
紀
二
十
二
年
條
は
こ
れ
に
つ
い

て
次
の
如
く
云
ふ
。

　

二
十
二
年
丁
亥
春
帝
留
兵
攻
夏
王
城
、
自
布
師
渡
河
攻
積
石

　

州
、
二
月
破
臨
洸
府
、
三
月
破
洸
河
・
西
寧
二
州
、
遣
斡
陳

　

那
顔
攻
信
都
府
抜
之
、
夏
四
月
帝
次
龍
徳
、
抜
徳
順
等
州
、

　

徳
順
節
度
使
愛
申
進
士
馬
肩
龍
死
焉
、
五
月
遣
唐
慶
等
使
金
、

　

閏
月
避
暑
六
盤
山
、
六
月
金
…
…

　

是
月
夏
主
李
睨
降
、
帝
次
清
水
新
西
江
、
…
…
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叉
更
に
同
じ
ぐ
元
史
太
１
　
紀
二
十
一
年
條
に
は
こ
れ
に
先
立

つ
西
夏
征
伐
の
原
因
を
次
の
如
く
云
ふ
。

　

二
十
一
年
春
正
月
帝
以
西
夏
納
仇
人
赤
蕩
喝
翔
昆
及
不
遣
質

　

子
、
自
将
伐
之
、
二
月
取
黒
水
等
城
、
夏
避
暑
於
渾
垂
山
、

　

取
甘
蕭
等
州
、
秋
取
西
政
府
・
棚
羅
河
羅
等
謳
、
遂
踪
沙
陀
、

　

至
黄
河
九
渡
、
取
庶
里
一
螺
、
九
月
李
仝
執
張
琳
郡
王
帯
孫
、

　

進
兵
園
仝
於
谷
都
、
冬
十
一
月
庚
申
帝
攻
蜜
州
、
夏
遣
鬼
名

　

令
公
来
援
、
丙
寅
帝
渡
河
撃
夏
師
敗
之
、
丁
丑
五
星
聚
見
於

　

西
南
、
。
駐
嘩
塑
州
川
、
十
二
月
李
仝
降
、
。
授
張
柔
行
軍
千
戸

　

保
州
等
處
都
元
帥
…
…

以
上
の
元
史
の
記
載
に
依
れ
ば
元
太
岨
は
こ
の
酉
夏
征
伐
に
於

て
外
蒙
の
額
臍
納
旧
土
爾
厄
特
旗
の
居
延
海
に
注
ぐ
弱
水
（
黒

河
）
を
湖
つ
て
蒙
古
か
ら
甘
粛
の
西
部
に
入
り
東
し
て
西
夏
を

攻
略
し
た
様
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
進
路
は
蒙
古
方
面
か
ら
支

那
本
土
を
攻
略
す
る
場
合
の
古
来
の
常
道
で
あ
る
。

　

扨
李
睨
の
降
伏
に
つ
い
て
は
元
史
に
は
是
月
（
六
月
）
夏
主
李

睨
降
、
と
て
甚
だ
簡
草
で
あ
る
が
、
元
朝
秘
史
は
詳
し
く
次
の

如
く
で
あ
る
。
（
成
吉
思
汗
賓
鎌
五
六
九
頁
）

　
　

成
吉
思
合
準
は
察
迷
禿
よ
り
動
き
て
、
几
喇
核
の
城
に
下

誉
し
亨
几
喇
該
２

　
　
　
　
　
　
　

ブ
･
i≪
Ａ

て
在
甘
名
時
、
不
兄
軍
は
成
吉
思
合
軍
に
見
え
に
来
ぬ
。
そ

こ
に
不
兄
早
見
ゆ
る
に
、
黄
金
の
佛
を
首
め
と
し
て
金
銀
の

器
皿
九
つ
九
つ
・
男
児
女
児
九
つ
九
つ
・
圖
馬
駱
駝
九
つ
九

‐
つ
種
々
に
て
九
つ
九
つ
を
表
し
て
見
ゆ
る
時
、
不
犯
軍
を
門

暗
く
見
え
さ
せ
た
り
。

　

か
く
見
ゆ
る
時
成
吉
思
合
竿
は
心
悪
か
り
き
。
第
三
の
日

に
成
吉
思
合
軍
勅
あ
り
、
亦
魯
忽
不
兄
平
に
失
鄙
犯
忽
の
名

を
賜
ひ
て
、
亦
魯
忽
不
犯
軍
失
鄙
兄
忽
に
来
ら
れ
て
、
そ
こ

に
成
吉
思
合
牢
は
「
亦
魯
忽
を
逝
な
せ
ん
」
と
て
、
脆
含
祉
兄

必
に
「
手
に
掛
け
て
逝
な
せ
よ
」
と
勅
あ
、
り
き
。
そ
こ
に
脆
會

祉
兄
必
は
「
亦
魯
忽
を
手
に
掛
け
て
事
畢
へ
た
り
」
と
奉
し
け

れ
ば
、
成
吉
思
合
軍
勅
あ
る
に
、
「
唐
几
暢
の
民
の
處
に
言
を

折
誼
せ
ん
と
来
つ
る
に
路
に
て
阿
兄
不
合
の
野
馬
を
園
歎
し

た
れ
ば
、
『
痛
め
た
る
我
。
が
膚
を
疫
や
せ
』
と
て
我
が
命
醍
を

愛
み
て
言
を
陳
べ
ヽ
た
る
は
脆
會
な
る
ぞ
。
對
手
０
人
の
な
め

し
き
言
の
處
に
来
て
長
生
の
上
帝
に
力
を
添
へ
ら
れ
て
手
に

入
れ
て
怨
を
報
ひ
た
る
ぞ
、
我
等
。
亦
魯
忽
０
此
の
持
ち
米
つ

る
起
て
た
る
行
宮
は
器
皿
ご
め
に
脆
會
取
れ
」
と
勅
あ
り
き
。

…
…
亦
魯
忽
は
李
睨
の
西
夏
名
、
又
失
鄙
兄
忽
は
蒙
語
正
直
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の
義
で
あ
る
が
こ
れ
は
西
夏
の
不
正
直
を
・
責
め
る
た
め
の
故
意

ｊ

　

の
命
名
と
云
は
る
・
…
…
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
西
夏
王
李
睨
は

　
　

成
吉
思
汗
が
蕩
兄
笈
該
の
城
に
在
る
時
こ
れ
に
降
っ
た
が
勅
に

　
　

よ
『
り
睨
命
祉
兄
必
の
手
に
掛
っ
て
相
果
て
た
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

而
し
て
成
吉
思
汗
も
李
睨
の
死
後
間
も
な
く
崩
じ
た
の
で
あ

　
　
　

る
。
扨
西
夏
の
こ
と
を
誌
し
た
西
夏
書
事
、
西
夏
紀
、
西
夏
紀

　
　
　

事
本
末
等
の
諸
書
は
李
睨
の
賜
死
を
太
祖
の
死
後
と
す
る
が
、

　
　
　

右
の
秘
史
の
叙
事
に
よ
れ
ば
そ
の
然
ら
ざ
る
こ
と
を
語
る
様
で

　
　
　

あ
る
。

　
　
　
　

尚
叉
右
の
資
録
の
記
事
に
よ
れ
ば
蒙
古
源
流
が
太
咀
の
崩
地

　
　
　

を
圖
爾
１
　
格
依
（
印
秘
史
の
蕩
児
鎚
該
）
と
す
る
説
は
十
分
の
根

　
　
　

嫁
を
有
す
る
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　

尚
太
祖
０
死
歿
年
齢
は
元
史
・
秘
史
・
檀
綱
目
・
源
流
等
信

　
　

態
す
べ
き
諸
書
は
皆
六
１
　
六
歳
と
す
る
。
ド
ー
ソ
ン
も
六
十
六

　
　

歳
と
す
る
が
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ
ォ
フ
（
小
林
高
四
郎
氏
鐸
）
に
は
七

　
　

十
二
歳
と
見
え
る
。
洪
鈎
の
元
史
譚
文
誼
拙
も
亦
七
十
二
歳
説

　
　

の
様
で
あ
る
。
因
み
に
六
十
六
歳
説
は
蒙
古
方
面
に
、
又
七
十

　
　

二
歳
説
は
四
方
に
行
は
れ
た
様
で
あ
る
。

　
　
　

扨
次
に
太
阻
の
死
因
に
就
い
て
は
元
史
に
、

　
　
　

閏
月
（
五
月
）
讐
重
ハ
盤
山
、
六
月
金
遣
完
顔
合
周
・
奥
屯
何

　

虎
来
請
和
、
帝
謂
群
臣
、
除
自
去
冬
五
星
聚
時
、
已
嘗
許
不

　

殺
掠
、
濾
忘
不
詔
耶
、
令
可
布
告
中
外
、
令
彼
行
人
亦
知
朕

　

意
、

　
　
　
　
　
　
　
　

、

と
云
ひ
、
元
史
謬
文
瞭
柿
（
ド
ー
ソ
ン
も
同
じ
）
に
は
、

　

狗
年
春
初
至
益
１
　
塔
朗
呼
圖
克
之
地
、
身
不
甚
健
、
得
夢
知

　

死
期
将
屈
、

と
云
ふ
。
港
昏
塔
朗
呼
圖
克
と
は
陰
山
附
近
と
云
は
れ
る
。
尚

右
に
よ
れ
ば
成
吉
思
汗
は
天
文
に
よ
り
又
夢
に
よ
り
そ
の
死
期

を
党
つ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

　

然
し
成
吉
思
汗
０
死
に
就
い
て
は
他
に
生
理
的
原
因
が
あ
る

様
で
あ
る
。
印
ち
賓
録
の
酉
夏
征
伐
條
に
次
の
如
く
云
ふ
。
（
巻

十
二
の
首
め
）

　

そ
の
多
各
晶
し
て
、
唐
几
暢
の
民
の
處
に
出
馬
せ
ん
と
て
新

　

し
き
数
を
数
へ
て
、
狗
の
年
秋
成
吉
思
合
掌
は
唐
几
憾
の
民

　

の
處
に
出
馬
せ
り
。
合
敦
よ
り
也
迎
合
敦
を
件
れ
て
往
け
り
。

　

・
路
に
て
多
に
阿
兄
不
合
の
多
き
野
馬
を
圖
歎
し
た
れ
ば
、
成

　

吉
思
合
掌
は
勺
萍
禿
字
囃
に
騎
り
て
在
し
き
。
野
馬
ど
も
撞

　

き
て
来
つ
れ
ば
、
句
侈
禿
字
曜
驚
き
て
成
吉
思
合
牢
を
馬
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″
シ
ユ
ー
ル

　

ふ
″
ト

　

り
落
し
た
れ
ば
、
膚
を
甚
く
痛
め
て
棚
斡
見
合
暢
に
下
管
せ
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右
に
よ
れ
ば
太
１
　
は
野
馬
狩
に
落
馬
し
て
ヽ
身
値
を
傷
め
た
様

で
あ
る
が
或
は
こ
れ
が
死
去
の
一
因
を
な
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

　
　
　

ヂ
リ
ウ
ン
ポ
ル
タ
ク

に
よ
れ
ば
そ
の
生
地
は
斡
難
河
に
沿
ふ
迭
里
温
李
勒
苓
黒
部
迭

里
温
孤
山
で
こ
れ
に
よ
れ
ば
生
地
と
、
葬
地
と
は
異
た
る
様
で

あ
る
。
倚
常
識
上
か
ら
考
へ
れ
ば
起
輦
谷
は
太
岨
の
第
一
オ
ル

ド
印
吟
老
徒
の
行
宮
よ
り
飴
り
遠
か
ら
ね
所
と
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
何
と
な
れ
ば
恰
老
徒
行
宮
は
第
一
オ
ル
ド
で
あ
り
、
且
つ

　

扱
斯
く
太
組
は
西
夏
征
伐
中
に
死
去
し
た
が
そ
の
遺
骸
は
蒙

　
　

此
に
て
元
太
岨
が
崩
じ
た
こ
と
は
（
事
賓
は
兎
に
角
）
・
元
史
に
明

古
に
持
諦
ら
れ
て
所
謂
起
輦
谷
に
葬
ら
れ
た
。
元
史
本
紀
に
よ

　
　

載
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
オ
ル
ド
が
太
１
　
０
主
た
る

れ
ば
憲
宗
紀
に
葬
地
を
脆
し
た
る
外
大
岨
以
下
寧
宗
ま
で
元
朝

　
　

オ
ル
ド
と
す
れ
ば
そ
の
堅
域
も
亦
そ
の
近
く
と
考
ふ
べ
き
は
、

歴
代
は
皆
こ
の
起
輦
谷
に
葬
ら
れ
た
と
云
ふ
。
次
に
聊
か
こ
れ
ヽ
営
然
で
あ
ら
う
。
扨
明
の
葉
子
寄
の
草
木
子
に
は
蒙
古
の
葬
法

に
つ
い
て
考
へ
よ
う
。

　

黒
俗
事
略
に
蒙
古
の
邪
法
を
し
。
る
し
て

　

共
（
蒙
古
）
墓
無
塚
、
以
馬
賤
喋
、
使
千
如
平
地
、
若
惑
没
賀

　

之
墓
則
挿
矢
以
篤
垣
、
（
原
注
図
踏
三
十
里
）
蕩
騎
以
篤
衛
、

と
あ
り
、
蒙
古
・
に
て
は
惑
浅
賀
の
如
き
合
早
で
芯
へ
塚
を
つ
く

ら
ぬ
と
云
ふ
・
こ
の
條
の
徐
鴬
０
疏
鐙
に
、

　

鴬
見
惑
没
賀
之
墓
、
在
濾
溝
河
ざ
側
、
山
水
現
彗
相
傅
云

認
没
餌
生
於
此
、
故
死
葬
於
此
、
未
知
果
否
、

と
て
憲
が
テ
ム
’
ヂ
ン
の
茎
を
賓
見
し
た
る
面
を
し
る
し
て
ゐ
る

が
、
そ
０
墓
は
認
溝
河
帥
ケ
ル
レ
ン
河
の
側
に
あ
る
と
云
ふ
。

而
し
て
そ
の
生
地
と
同
じ
と
云
ふ
。
然
し
乍
ら
成
吉
思
汗
責
録

を
述
べ
て
、

　

歴
代
逍
終
之
控
、
元
朝
宮
裏
用
梢
木
二
片
、
警
察
共
中
、
類

　

人
形
。
大
小
合
篤
棺
、
置
遺
難
共
中
、
加
霖
漆
畢
、
則
以
・
黄
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
一
一
Ｉ

　

篤
圏
、
三
関
定
、
逼
至
其
直
北
園
寝
之
地
、
深
埋
之
、
國
制

　

不
起
墳
場
、
葬
畢
、
以
萬
馬
課
之
使
平
、
殺
駱
駝
子
共
上
、

　

以
千
騎
守
之
、
来
歳
春
草
既
生
・
、
則
移
帳
散
去
、
。
禰
望
平

　

術
、
人
莫
知
也
、
欲
祭
時
、
則
以
所
駱
駝
之
母
焉
導
、
脱
其

　

耶
燭
悲
鳴
之
處
、
則
知
葬
所
矣
、

と
云
ふ
が
、
前
者
印
黒
総
事
略
よ
り
梢
詳
で
あ
る
が
墳
朧
を
起

さ
ぬ
と
云
ふ
一
鮎
は
鍵
り
な
く
七
れ
を
信
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

又
右
の
記
事
は
欧
米
博
物
館
に
於
け
る
埃
及
古
代
の
・
ヽ
ヽ
ｊ
フ
を
想
起
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せ
し
め
る
。
官
又
ミ
イ
ラ
に
つ
い
て
は
だ
Ｅ
Ｆ
ｔ
ｉ
９
の
Ｔ
ｈ
ｅ
　
m
ｕ
－

　

ヨ
ヨ
ｒ
（
ケ
ム
ブ
リ
。
ヂ
刊
）
な
る
好
著
が
あ
る
。
但
し
常
時
の
蒙
古
の
一

　

般
人
は
今
日
の
如
く
風
葬
で
あ
つ
だ
と
推
考
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
成
吉
思
汗
の
墓
地
は
疑
も
な
く
ケ
ル
レ
ン
河
に

沿
っ
た
様
で
あ
る
が
、
そ
の
地
形
は
こ
れ
を
詳
し
く
云
ふ
な
ら

ば
山
の
中
腹
を
切
ヽ
り
開
い
て
平
地
と
し
た
所
の
様
に
想
像
さ
れ

る
。
斯
く
山
の
中
腹
と
想
像
し
た
理
は
、
蒙
古
に
て
身
分
あ
・
る

人
々
を
ば
牛
崖
部
崖
の
中
腹
に
葬
っ
た
と
云
ふ
数
個
の
例
が
成

吉
思
汗
変
鎌
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
想
起
さ

れ
る
の
は
一
九
二
六
年
に
ロ
シ
ヤ
の
コ
ツ
ロ
フ
が
蒙
古
の
ノ
イ

ン
ウ
ラ
で
我
見
し
た
匈
奴
の
墳
墓
群
で
此
等
の
群
が
河
流
に
臨

む
河
崖
の
中
腹
に
我
見
さ
れ
た
こ
と
は
二
几
代
蒙
古
の
葬
地
撰

定
と
一
賑
相
通
す
る
所
が
あ
・
り
熟
考
す
べ
き
問
題
の
様
に
思
は

れ
る
。
部
ち
元
代
の
蒙
古
と
満
代
の
匈
奴
と
が
か
ｘ
る
酷
似
せ

る
邪
法
を
川
ひ
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
変
で
あ
る
。

　

扨
元
史
詳
文
謐
柚
に
、
（
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
史
略
同
じ
）

　

先
時
帝
至
一
處
、
見
孤
樹
愛
之
、
盤
桓
樹
下
良
久
、
謂
左
右

　

日
、
。
我
死
部
葬
於
此
、
其
後
有
人
、
述
前
命
、
遂
葬
樹
下
、

　

嫁
云
詐
後
樹
皆
叢
生
、
後
成
密
林
、
不
辨
菓
在
何
樹
之
下
、

　

雖
常
日
送
郭
者
亦
莫
能
識
、
施
雷
汗
・
蒙
脊
汗
い
呼
必
豪
汗
・

　

阿
里
不
喀
皆
附
服
於
此
、
他
子
孫
則
別
服
、
守
墓
者
篤
鳥
梁

　

海
人
、

と
云
ふ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
成
吉
思
汗
は
生
前
そ
の
墓
所
を
定

め
て
お
い
た
と
云
ふ
。
又
起
輦
谷
に
は
大
汗
の
み
が
葬
ら
れ
た

様
で
あ
る
が
ド
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
葬
地
は
オ
ノ
ン
ー
ケ
ル

レ
ン
ー
ト
ー
フ
三
河
の
醗
源
せ
る
ブ
ル
カ
″
・
カ
ル
ト
ン
山
（
今

の
肯
特
山
）
中
の
一
峯
と
云
ふ
。
叉
ゴ
ー
ビ
ル
は
大
汗
０
葬
地

を
ハ
ン
山
と
す
る
が
こ
れ
は
叉
肯
特
（
汗
）
山
の
様
で
あ
る
。
田

中
氏
ド
ー
ソ
ン
所
引
の
マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ｗ
は
和
林
０
東
北
の
オ

ル
’
ン
河
に
近
き
ア
ル
。
カ
イ
山
と
す
る
。
現
在
の
庫
倫
の
東
北

に
阿
芯
唐
篤
魯
梓
山
が
肯
特
山
と
丁
字
形
を
な
し
て
ゐ
る
が
ア

ル
カ
イ
山
と
は
即
ち
こ
れ
で
あ
ら
う
か
。
但
し
ユ
ー
ル
の
マ
ル

゜
ボ
ー
”
に
は
A
l
t
a
i
タ
イ
山
と
見
え
る
釘
一
如
｀
ら
匹
心
恥
０
１
か

。
Ｉ
ル
の
註
に
も
見
え
る
如
く
こ
の
ア
ル
タ
イ
山
は
普
通
云
ふ
ア
ル
タ

イ
山
で
は
な
く
矢
張
り
肯
特
山
を
指
す
椴
で
あ
る
。
又
大
汗
の
葬
法
も

此
條
に
見

　

以
上
に
よ
れ
ば
起
輦
谷
は
ケ
ル
レ
ン
河
に
沿
ひ
且
つ
肯
特
山

と
密
接
な
開
係
を
有
す
る
こ
と
は
略
否
み
得
な
い
様
で
あ
る
。

　

次
に
起
輦
谷
の
起
輦
は
輦
を
起
す
て
ふ
漢
字
の
壽
詞
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｋ
ｅ
r
ｉ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ

　
　
　
'

う
が
そ
の
曹
は
恐
ら
く
ケ
ル
レ
ン
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
と

考
へ
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
黒
縫
事
略
に
よ
れ
ば
徐
霞
は
ケ
ル
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レ
ン
河
の
側
に
成
吉
思
汗
Ｇ
墓
を
賓
見
し
た
の
で
才
る
・
ケ
。
ル

　
　

遺
跡
は
求
め
ら
る
べ
き
で
は
あ
ざ
ま
い
か
。

レ
ン
河
は
南
北
朝
時
代
に
粟
水
・
唐
五
代
に
謔
陶
河
・
元
宋
に

怯
線
連
河
・
明
に
膿
陶
河
清
に
喀
魯
倫
河
と
あ
ら
は
さ
れ
て
ゐ

る
こ
と
は
既
に
周
知
の
事
で
あ
る
。

　

扨
元
史
譚
文
謬
補
に
は
起
輦
谷
の
太
１
　
の
陵
墓
を
守
る
篤
に

烏
梁
海
人
を
用
ひ
だ
と
云
ふ
が
、
ド
ー
ソ
ン
は
そ
の
数
を
千
人

と
し
る
し
て
ゐ
る
。
思
ふ
に
こ
の
高
梁
海
人
は
我
國
Ｑ
陵
戸
の

如
き
も
０
で
あ
ら
う
。
又
烏
梁
海
人
に
は
蒙
古
種
と
満
洲
種
と

あ
る
様
で
あ
る
が
陵
戸
の
性
質
よ
り
す
れ
ば
恐
ら
く
、
支
配
階

級
の
蒙
古
種
で
ぱ
な
く
被
治
階
級
の
満
洲
種
で
あ
ら
う
。
倚
ド

ー
ソ
ン
蒙
古
史
に
は
「
森
林
の
民
≒
條
に
こ
の
高
梁
海
人
ウ
？

ヤ
ン
グ
ｔ
ト
の
事
が
詳
見
す
る
。
叉
我
が
邦
の
須
佐
嘉
橘
氏
に

は
烏
梁
海
人
に
開
す
る
専
著
が
あ
る
。
（
書
名
は
西
北
外
蒙
古

の
今
昔
〔
林
の
民
と
高
梁
海
史
〕
）
・
混
鮭
難
蒔
皿
一
能

梁
海
人
の

項
參
看

　
　
　

上
述
床
に
よ
れ
ば
起
輦
谷
は
ケ
ル
レ
″
河
の
上
流
で
肯
特
山

　
　

０
陽
た
る
こ
と
は
殆
ど
誤
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
０
位
置
は
恐
ら

Ｊ

　

く
今
日
゜
外
蒙
‐
車
臣
汗
部
゜
右
翼
前
旗
方
趾
゛
゛
゜
遭
に
そ
゜

　

振
起
輦
谷
の
位
ぼ
は
殆
ど
右
の
如
く
決
。
定
的
と
思
は
れ
る
が

こ
れ
に
も
異
説
が
あ
る
。
（
最
近
に
あ
ら
ば
れ
た
所
説
も
多
い
）

徊
ち
清
の
張
穆
の
蒙
古
游
牧
記
で
、
こ
れ
を
オ
ル
ド
ス
に
求
泌

て
ゐ
る
が
、
（
１
　
源
又
此
説
）
こ
れ
は
常
時
０
大
勢
上
首
肯
し
難

い
様
で
あ
『
る
。
又
洪
鈎
も
元
史
譚
文
誼
補
に
注
し
て
オ
ル
ド
ス

は
葬
地
で
は
た
く
崩
地
で
あ
ら
う
と
云
つ
て
ゐ
る
が
葬
地
と
せ

ぬ
勘
で
一
庶
脂
く
べ
き
説
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
起
輦
谷
は
上

述
の
如
く
こ
れ
を
ケ
ル
レ
ン
河
渓
谷
に
も
と
む
べ
き
は
萬
人
？

首
肯
す
る
所
で
あ
ら
う
。

　
　
　

”
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